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研究成果の概要（和文）：　日本の歴代オリンピック選手コホートを構築し、生命予後（生死）と健康寿命に影
響を及ぼすスポーツ外傷・障害の有無、生活習慣（食餌・栄養、喫煙、飲酒、運動など）、心理社会的要因（教
育歴、職歴、生活環境、社会資源など）の様々な要因との関連を明らかにする。またオリンピアンに代表される
トップアスリートの方々に特有の長期間高強度運動曝露の影響を評価するために、引退後の運動器障害や疾病罹
患リスクの分析を行う。こうにして得られた研究成果は、スポーツ医学、運動疫学の専門家らの評価を経て、ト
ップアスリートのみならず、一般人における健康寿命の延伸に役立つ重要な知見（エビデンス）の確立に寄与す
ることが期待される。

研究成果の概要（英文）：We build a cohort database of the Japanese Olympic athletes and examine if 
there are sports injuries/disorders that affect life prognosis (life or death) and healthy life 
expectancy, associating with their lifestyle (diet/nutrition, smoking, drinking, exercise, etc.), 
psychosocial factors, educational histories, occupation, and living environment, including social 
resources). In addition, to evaluate the effects of long-term high-intensity exercise exposure 
peculiar to top athletes represented by Olympians, we will analyze the risk of post-retirement motor
 organ disorders and morbidity. The research results obtained here will be evaluated by experts in 
sports medicine and exercise epidemiology, and will contribute to the establishment of important 
knowledge (evidence) that is useful not only for top athletes but also for the extension of healthy 
life expectancy in the general population.

研究分野： 疫学、スポーツ疫学、公衆衛生学、精神医学、
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研究成果の学術的意義や社会的意義
オリンピアンコホートにおける縦断的観察研究を通して、生存時間（寿命）を左右する引退後の様々な要因（ス
ポーツ外傷・障害、生活習慣（食餌・栄養、喫煙、飲酒、運動など）、心理社会的要因（教育歴、職歴、生活環
境、社会資源など））の関連の強さ（リスク）を疫学的な視点で評価・検討し、エビデンス（科学的論拠）に基
づくエリートアスリートの育成戦略に繋げたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
（１）近代オリンピックの復興はクーベルタン男爵（仏）によって成し遂げられ、スポーツに
よる青少年育成と国際相互理解をめざす「オリンピズム」の精神は世界の国々で尊ばれてい
る。わが国では、柔道の創始者の嘉納治五郎氏が、初の IOC 国際オリンピック委員となって五
輪招請に尽力した功績が認められ、1912 年の第 5 回ストックホルム五輪大会で、三島弥彦（陸
上短距離）、金栗四三（マラソン）の初出場を果たした。それ以来、わが国からは夏季・冬季を
合わせて計 47 回、約 6000 名を超えるオリンピック代表選手を世に送り出すことができた。こ
れらトップアスリートの育成および海外派遣支援の財源の多くは国庫支出金であり、そのこと
が歴代オリンピック代表選手のメディカルチェック（派遣前健診）データ等の全てを国の機関
で一元管理する理由になっていると考えられる。しかし、これら分析価値の高い、貴重なデー
タの殆どは紙媒体のまま保管されており、未だ十分に活用されているとは云えない。 
（２）オリンピアンは卓越した身体能力を有する一方、長期間にわたって高強度運動負荷と心理
的重圧などに曝されてきたにもかかわらず、一般に比べて死亡率は低いという先行研究が多い。
しかし、その理由やメカニズムについては未だ明らかではない。本研究では、百有余年にわたり
国民に希望と栄光をもたらしたオリンピック代表選手に敬意を表すると同時に、その生命予後
調査を行い、『オリンピアンは何故一般人に比べ長生きできるのか？』という問いに対する科学
的根拠を明らかにして、アスリートはもとより広くわが国のスポーツ振興計画に役立てたいと
考える。 
 具体的には、性別、出場競技種目、出場回数、大会別（夏季/冬季）、さらに時代背景など、あ
らゆる曝露要因について、健康被害や生命予後への関連の大きさを評価する。曝露要因の観測に
は、歴代オリンピアンを対象とするアンケートによる前向きの悉皆調査を実施して、転帰（生死）
の追跡と、引退後の筋骨格系障害や生活習慣病（心血管系疾患、がん、糖尿病など）の発生リス
クを評価する。 
（３）さらに、オリンピアン経験者のセカンドキャリアについての実態を把握することにより、
エリートアスリートにおけるキャリア支援に繋げたいと考える。わが国における無形財産とも
云える『オリンピアンの優れた身体能力と、心理的重圧に耐えて築き上げた代表選手として経験
を生かして、どのような社会還元に繋げて行けるのか？』を客観的に分析するための貴重なデー
タを整備・活用することは、オリンピアンの育成を通してスポーツ振興施策を進める上において
も重要な責務であると考えられる。 
 
 
２．研究の目的 
 オリンピアンコホートにおける縦断的観察研究を通して、生存時間（寿命）を左右する引退後
の様々な要因（スポーツ外傷・障害、生活習慣（食餌・栄養、喫煙、飲酒、運動など）、心理社
会的要因（教育歴、職歴、生活環境、社会資源など））の関連の強さ（リスク）を疫学的な視点
で評価・検討し、エビデンス（科学的論拠）に基づくエリートアスリートの育成戦略に繋げるこ
とを目的とした。 

 
 
３．研究の方法 
（１）対象（研究対象者の選定方針） 
 1912 年（ストックホルム大会）以降の大会に出場した全ての日本人オリンピック代表選手（補

欠を含む実際の出場登録を行った者）を対象とする：約 6000 人（戦前の大会出場者を含む最大



数、2019 年時点） 

 

（２）方法 

研究デザイン：後方視的（retrospective）コホート研究 

① 公開情報源のみ利用による生存時間解析の試み 

研究デザイン：後方視的（retrospective）および前方視的（prospective）コホート研究 

データソース：公開情報源（Open Data Source）（『SR/OLYMPIC SPORTS』、新聞社記事データベ

ース（『毎索（マイサク）』、『聞蔵Ⅱビジュアル』）、『オリンピック日本代表資料』（日本スポー

ツ協会）、Wikipedia、Google など） 

解析方法：オリンピアンの生死情報（転帰、可能であれば死因）を収集し、オリンピアンデー

タベースを構築する。生存時間解析を行い、５年暦年ごとの標準化死亡比（SMR: Standard 

Mortality Ratio）を算出する。 

② アンケート調査による情報を収集して行う方法 

研究デザイン：後方視的（retrospective）および前方視的（prospective）コホート研究 

自記式アンケート調査実施：長期観察コホートのアウトカムとしては、死亡や疾病罹患が考えら

れるが、曝露要因となる性別、出場大会、競技種目などの基本属性に加え、幼少期〜中高生時代

の生育歴や、引退後の体力、運動量、生活習慣、心理社会的要因などと、オリンピアンのセカン

ドキャリアなどに関して、自記式質問紙および Web 入力によるアンケート調査を実施する。さら

に統計法第 33 条に基づく人口動態統計の利用申請を行い、死亡小票データとの照合により死亡

者の死因を確認（確定）する。死因別に生存時間解析を行い、５年暦年ごとの標準化死亡比（SMR: 

Standard Mortality Ratio）を算出する。 

③ オリンピアンコホートデータベース（JOLY_DB）の構築 

継続的に追跡調査を実施して、人口動態統計死亡小票との照合作業と並行して、データベースの

管理・運用手法の定式化を行い、さらにはパブリックドメイン化に向けた基盤整備検討を試みる。

また、一般に比べ、オリンピアンは著名人であるという事情を考慮して、データの取扱い者に対

しては文書による守秘同意を求める事に加え、個人の特定が可能な状態のデータに関しては閲

覧制限を設けて、情報の厳重な管理に努める。 

 
 
４．研究成果 

 日本人オリンピアンの夏季（1952 年

から 2016 年まで）および冬季（1952

年から 2014 年まで）大会の出場者

3546 人を対象とし、オリンピアン名簿

に基づく大会別コホートを設定し、新

聞社等の死亡情報（お悔やみ）ならびに

公開情報検索システムを用いて生死情

報の追跡を行った。観察期間は 1952 年

から 2017 年までの 65 年間（平均追跡

期間：27.8 年）とし、生存時間解析を

実施した。生死情報が不明の 165 人を

除く 3381 人（男 2263 人、女 1118 人）

のうち、男 144 人、女 9 人が死亡して

おり、全体の、SMR は 0.29 (95%CI: 図 1 解析フロー 



0.25-0.34)と、一般の死亡率に比べて有意に低いことが示された。 

 

 

 

さらに、ポアソン回帰モデルによる内部比較では、出場回数が増えるにつれて有意な死亡

リスクの上昇を認め、1 回のみの出場者に比べ 3 回以上出場者では 1.87 倍（95%CI: 1.08-

3.25）死亡リスクが上昇することが分かった。また競技種目別では、無酸素運動系のパワー

スポーツでリスク増大傾向がみられた。 

 今後、生死情報の頑健性確認と死因情報の収集に向けて、自記式アンケート調査の結果の

分析を進めるとともに、引退後の生活習慣や疾病、セカンドキャリアの状況把握も行い、死

亡アウトカム以外に、「健康貯蓄」に関する評価を視野に入れながら、オリンピアンにおけ

る長寿のメカニズムに迫りたいと考える。（＊アンケート調査の URL は、以下の通り：

https://joly.accelight.jp/。） 
 

 

表 1 標準化死亡比 

表２ ポアソン回帰分析の結果 
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